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校長 平國弘明(ひらくに こうめい) 

「戦国を変えたイノベーション」と題した番組の再放送を観る機会があ
った。舞台は、種子島。時は戦国時代、天文 12年(1543年)8月25

日。現在の南種子町に一隻の中国船が着く。その船に乗っていたポルト
ガル商人より火縄式鉄砲が伝えられた。この鉄砲を見た、時の島主、若
干１６歳の種子島時尭(たねがしま ときたか)は、銀３７ｋｇをもって、２
挺を購入する。しかもそれに留まらず、これをつくることができないか
と考えた。主に狩猟の道具として使用されていた鉄砲を武器にできな
いかと発想したのである。実は、この出来事の直前、禰寝氏（当時大隅南
部を支配）との戦に敗れ、先祖代々統治していた屋久島を奪われたばか

りであった。おそらくそのことは鉄砲への高い関心につながったのでは
ないだろうか。そこで、当時、全国各地から優秀な刀鍛冶が集まってい
た種子島。その中の一人、美濃国より島を訪れていた八板金兵衛にその
複製を命じる。もともと種子島は、南方の火山島より黒潮に乗って大量

の砂鉄が流れ着く場所にあり、「鉄は（他の場所では）掘る物、種子島で
は拾う物」と言われるほど容易に大量の鉄を得ることができた。そのよ
うな環境だったので、高い製鉄の技術も培われていた。よって刀鍛冶が
各地より集まっていたと思われる。金兵衛は、試作に懸命に取り組む。
しばらくして、壁にぶつかる。本体はできあがったものの、火縄式鉄砲
は発砲後に火薬の燃えかすを取り出す必要があるのだが、この部分を
尾栓といい、ネジ式になっていた。この雌ネジ（ネジを受ける側）の部分
をどうしてもつくれずに思案する。この部分は、鉄
砲の機密事項。ポルトガル人は簡単には教えてくれ
ない。このネジの作成方法を聞き出すために、金兵

衛は、苦心惨憺する。やっとの思いでその方法を習
い、鉄砲本体が完成する。ほっとするのもつかの
間、それ以上の難問があった。弾を飛ばす火薬であ
る。火薬は、木炭、硫黄、硝石を混ぜてつくる。木炭
は、木の豊富な種子島なので問題ない。硫黄も屋久
島沖の口永良部島産のものが容易に手に入るので
クリア。問題は硝石である。当時、すべて輸入に頼っていた。当然、ポルトガル人は簡単には売ってくれな
い。驚くべき事に、時尭はこの硝石さえも自給を試みる。家来に命じ、種子島に中に硝石をつくるところを
設置させ、なんと量産することに成功するのである。加えて、火薬の配合比も重要機密。これも家来の笹川
小四郎が実験を重ね、爆発の最大となる配合比を見つけ出す。かくして国産火縄銃は完成した。そして、奪
われていた屋久島をこの新兵器で奪還したと伝わる。この火縄銃は、ポルトガル製に比べ、頑丈となり、殺

傷能力が上がっている。複製にして既に、元のものを凌駕するものになっていたのである。また、伝来より
わずか６ヶ月間で６００挺の火縄銃を保有するまでになっていた。 
ここで、時尭は種子島発展また維持のために、選択を迫られる。この火縄銃の技術を独占し、有効な戦術

とするか、それとも有力大名との良好な関係を築く材料とするか。時尭は後者を選択し、島津氏や根来衆な
どに鉄砲に関する技術等を教えた。結果、種子島は戦乱に巻き込まれることなく、種子島家も島主を引
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き継ぎ、現代に至るまで継承されている。 

他国にも鉄砲はもたらされたが、どこの国も買うばかりで、自分で造ろうなどとは考えなかった。考え
たかもしれないが、造ることはできなかった。種子島、日本だけがやり遂げた。１６００年頃には５０万挺
もの鉄砲を世界一保有する国になったのである。鉄砲がなければ、天下統一も成し得なかったと言われ
る。もしかすると、戦国の世が続いていたのではないかと言われるほどである。国産火縄銃誕生は、歴
史を変えたイノベーションと言えるのではないだろうか。私たちにもその魂は引き継がれているはずで
ある。      考：ＮＨＫ「英雄たちの選択」7/14放送、鹿児島県ＨＰ、NHKＨＰ、㈱国元商会ＨＰ 
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